
1/6　景気ウォッチャー調査（令和５年９月調査）― 中国（現状）―

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・値上げにより客単価が上昇するとともに、来客数も前年
を上回っている。

○
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

単価の動き ・商品の値上げをせざるを得ない状況だが買い控えもなく
売上も上がっている。

○

一般小売店
［茶］（経営
者）

来客数の動き ・景気自体は良くなりつつあるが、当社を取り巻く環境は
依然厳しい。取引先である地元百貨店が来年閉店する予定
であるし、商店街の近隣の店舗が次々と廃業、閉店してい
る。また、いまだに原料の値上げが続いている。

○
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・インボイス制度関連の受注が増え、それに伴い客の動き
が良くなった。

○

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・前月頃から週末を中心に来客数が増えている。物産展や
催事など当館の集客も前年以上になっており、気温は高い
ものの晩夏物や秋物商材も動いてきている。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・今までは値上げにより売上が何とか前年を上回っていた
が、今月は猛暑で来客数も１年ぶりに前年を上回ってい
る。

○

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・物価高による客の節約志向は根強く、来客数は前年比
95％と今一つだが、まとまった別注は少しずつ入るように
なってきた。客単価は前年比111％だった。

○

スーパー（販売
担当）

競争相手の様子 ・来客数は前年の98％程度まで戻りつつある。競合店にお
いても同様の傾向がみられるようだ。また、値上げにも幾
分慣れのようなものもみられる。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・９月の大型連休においても来客数が前年比で改善してい
る。９月においても全体的に来客数が大幅に改善されてい
る。

○
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・来客数に比べて販売金額が伸びている。

○

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・前月同様に市場の動きが上向き傾向にあり、決算月とい
うこともあって、着実に売上が伸びてきている。ただ、こ
の状況が、継続されるかが不透明である。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・売上も来客数も増えているが、これは猛暑によるプラス
の影響もあった。ここに来て残暑が厳しく秋物の動きが悪
い。

○

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・ファミリー層は休日の早い時間のディナータイムの利用
が多くなっている。一方で、平日の利用が月を追うごとに
減少しており、特に午後９時以降は大幅に減少している。
会社関係や友人との飲み会の利用は、新型コロナウイルス
の感染状況が落ち着いたことや気温が上昇していること
で、増加している。

○

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・前月に続き、来客数は回復傾向にある。旅行客も好調で
週末は前年比で30％増加している。海外の客も今まではツ
アーが多かったが、前月、今月は少人数、フリーでの来店
が多くなっている。

○
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・来客数が徐々に増加傾向にある。

○

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・宿泊、レストラン、一般宴会は良くなっているが、ここ
に来て婚礼の動きが弱くなっているため、全体では、良く
なってはいないが、やや良くなってはいる。翌年度の９月
の婚礼の予約数は前年同月比で３％ほど減少している。

○

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・例年10～11月はトップシーズンを迎え、大会、学会、観
光需要が動く時期で先行予約も順調に推移している。ま
た、10月25日から米子ソウル便の国際線が再開すること
や、民放ドラマによるロケ地としても露出が多くなること
から、入込みが期待される。

○

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・客の団体旅行の要望はないが、個人旅行の要望はかなり
多い。また、グループ旅行の希望も徐々に増えている。
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○

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・個人需要は引き続き動きが活発で、秋の行楽シーズンに
ついても、国内旅行の予約は2019年度の80％くらいまで回
復している。しかし、海外旅行の回復の動きは引き続き鈍
く、円安の影響もあり高額な旅行代金が足かせとなってい
る。団体旅行はまだ回復基調にあるものの、2019年度の状
況には程遠い。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・観光客が徐々に増加しているため、多少景気が上向いて

いる。

○
タクシー運転手 販売量の動き ・会社の新しいシステムの影響で、売上はやや減少してい

るが、景気はやや良くなっている。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・前月同様、街ににぎわいがあり、好調を維持している。

○
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き、景気がやや
良くなっている。

○
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・今月の中旬以降に開催した女子レースにおいて、売上が
確保できた。

○
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の外出や買物の機会が増加している。

○
住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の影響による来場率の低下は
ほとんど無くなったように感じる。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街では、新規出店やイベント開催が増えてきたよう
だが、それが個店の来客数の増加につながるところまで
いっていない。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き、人通りが多
くなっているが、消費にはつながっていない。

□
商店街（理事） 来客数の動き ・暑さや生活必需品の値上げで、客が買物に出掛ける雰囲

気になっていない。

□
商店街（代表
者）

単価の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響がまだ残っており、客
が来店しても商品を購入してもらえない。

□

一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

単価の動き ・土日は客の動きがあるが、平日の客の動きは今までと変
わらず余り良くない。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・店休日が増えて営業日数が少なくなったが、雑貨、貴金
属、家庭用品の売上が前年を上回っている。全体では売上
はやや前年を下回る見込みである。

□

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・実績比較の際、前年は新型コロナウイルスの影響有無が
あり、新型コロナウイルス感染症発生前の2019年９月は消
費税増税があったりと、比較が難しいが、特殊要因を除い
た場合、大きな変動はないと捉えている。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・月初めは順調だったが、連休以降、バーゲンセールから
定価品の販売に変更し、つまずきが始まった。新型コロナ
ウイルス感染症発生前はきっちりとしたスーツ系の購入が
あったが、現在は上下セットでなく、単品での組合わせの
購入が多いため、客単価が低下している。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・ブランドのバッグや洋服、100万円を超える美術品などが
売れたが、来月は安心できない。

□

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の終息により来客数は増加し
ているが、電気料金やガソリン代などの物価上昇のため、
客が以前より購買に慎重になっており、今後もこの状況は
続くとみられる。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・８月に好調に推移した婦人服の秋の立ち上がりが厳しい
状況ではあるが、その他の商品群については計画どおりの
売上で推移している。月によって動向が変化しており、推
測しづらい状況にある。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・９月の来客数は前年比99％で進行中である。創業祭、敬
老の日、秋のお彼岸など行事も多く、来客数の増加を期待
したが、全体では来客数の増加にはならなかった。販売促
進の強い日は来客数が多いが、弱い日は少ない。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響は減少しているが、食
料品中心に商品が値上げしているため、買上点数は減少傾
向にある。１品単価は上昇、買上点数は減少、客単価は微
増、来客数は横ばいで、売上としては変わらない。やは
り、客が低単価商品の購入に集中している。
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□
スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・商品単価が上がったものの、販売数量は平年並みを維持
している。

□

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・値上げによる１品単価の上昇により、売上は前年を上回
り、来客数も前年を上回ってきたものの、１人当たり買上
点数の前年割れが続いている。

□

コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・前年と比べると、来客数の伸びが鈍化している。特に夕
方以降の時間帯については、前年同期が徐々に規制が解除
され外出機会も増えてきていた時期なので、来客数に大幅
な伸びがみられない。今後も同様の来客数推移ではないか
と想定する。

□

衣料品専門店
（代表）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染症発生前の景気に戻る前に、物
価高になったため、客の購買意欲の低下がみられる。

□
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・物価の上昇で、客の購買意欲が低下している。

□
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・メーカーの供給台数の影響で、９月の販売量は前年比
95％となっている。

□
乗用車販売店
（業務担当）

販売量の動き ・販売量も平準化しつつあり、大きな変化はなさそうであ
る。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・例年であれば決算シーズンであるが、決算感も薄れつつ
あり、販売量が伸びない。

□
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・客の購買意欲が余りみられず、低調に推移している。

□

その他専門店
［土産物］（経
営者）

お客様の様子 ・単価の低い商品はある程度売れるが、単価が高い商品は
コロナ禍よりも売れなくなった。巣籠りのちょっとしたぜ
いたく需要などで売れていた商品が売れず、客の財布のひ
もが固いと思う。

□

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響はみられないが、これ
以上の伸びは当面はない。

□

その他専門店
［時計］（経営
者）

販売量の動き ・メンテナンス等の来客数は増えているが、商品の購入は
少ない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・前年と比べると、来客数が増加傾向にあり、イベントな
どの参加者も多くなっているようだが、それ以外の売上の
伸びが少なく、衣料・雑貨関係の販売は依然厳しいように
感じる。アフターコロナで各家庭でも外出機会が多くなっ
ているようだが、財布のひもは引き続き固いように感じ
る。

□

高級レストラン
（事業戦略担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症発生前と比較し、時間帯に
よって繁閑の差が激しく、平日の昼時間帯の集客が若干苦
戦している。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・若干外国人が増えた気がするが、これといって変わりは
ない。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・人の動きのばらつきが大きく、客が来るときは来るが、
来ないときは全く来ない。

□
観光型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・夏休みが終わり宿泊の予約は減少しているが、昼の宴会
利用はシーズンを迎え徐々に増えてきている。

□

都市型ホテル
（宿泊担当）

単価の動き ・３か月前と比べて大幅な上昇はみられないが、前年と単
価を比較すると、プラス21ポイントと高い水準で推移して
いる。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・今年に入って主サービスの値上げをしていないが、問合
せや引き合い数は悪くない状態である。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・物価高に伴い、サービスを見直しする客が増えてきた
が、大きな変化はみられない。

□

ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・９月下旬に入りやっと暑さも落ち着いてきたが、来客数
は余り変わらず推移している。物価高騰に伴い、値上げし
たことも影響しているとは思うが、直近の動きは悪くなっ
ている。

□

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・建材、資材の高騰等もあり、建築費全体の工事費は30％
増加とコストを押し上げる状況が続いており、相変わらず
民間の動きが悪い。

□

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・あらゆる物価が上昇しているなか、建築物価も高騰し、
住宅ローン金利も上昇していることから、客が新築住宅の
購入を控えているようにみえる。
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□

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症に関する制限解除以降も来客
数自体は少なくなっているが、真剣に検討している人が多
く、成約率が高いため、受注数は維持できている。

▲

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・各種商品の値上げの影響から、販売数量は減少傾向であ
る。特に衣料品は夏物セールが終了し、定価商品を販売し
ているため、苦戦傾向である。

▲
百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・客の購買意欲が低迷している。

▲
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・客単価は維持しているものの、来客数、買上点数共に減
少している。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前年よりも工事の件数が少ないものの、来客数が回復し
ない。また、客単価も３か月前から30円程度低下してい
る。

▲

コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染症法の位置付けが５類に引き
下げられてからも来客数の戻りが他エリアと比較し良くな
い。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・株価が下落するなど、景気はやや悪くなっている。

▲

家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・系列店が閉店セールを行っていたこともあり、来客数は
前年の85％程度に落ち込み、売上も減少している。

▲

家電量販店（副
店長）

来客数の動き ・来客数が前年比95％程となっている。単価が高くなって
いるため、売上は何とか前年の水準を維持しているが、需
要は高くない。

▲
乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・９月は通常、来客数が増える業界だが、今年は例年より
極端に来客数が少なかった。

▲
乗用車販売店
（リース担当）

来客数の動き ・来客数がかなり減少し、新車を購入する客やメンテナン
スを行う客が減少している。

▲ タクシー運転手 来客数の動き ・今月に入り、乗車率が悪くなっている。

▲

放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・延滞回収率が悪化傾向にある。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客がランニングコストを圧縮する傾向が続いており、例
えば高齢者が新聞購読や固定電話を解約するなど生活習慣
であったものを変えざるを得ない状況にある。

▲
通信会社（広報
担当）

販売量の動き ・値上げが続くなか、客の購買意欲は低下している。

▲
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・客に資金面での余裕がなく購入行動に結び付きにくいた
め動きが悪くなっている。

▲

住宅販売会社
（営業所長）

来客数の動き ・金利上昇気運の影響で、引き合い数、商談数、来客数の
いずれも減少の一途をたどっている。市況は慎重になって
いる。

×
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・メーカー主体の値上げが数回あり、消費者の購買意欲が
非常に低下している。

×
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数が著しく減少している。

×

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・ホテルなど観光関係の仕事をしている客は忙しそうであ
るが、他の仕事をしている客は忙しそうではない。不動産
や建築関係は景気が停滞している。

◎

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・地元自動車メーカーの生産が好調であるため、景気は良
くなっている。

○

化学工業（総務
担当）

取引先の様子 ・仕入れ、販売共に一時は値上げ中心となっていたが、一
部では値下げの傾向もあり、先行きは不透明な部分もあ
る。ただし、主要取引先の決算状況をみる限り、業界とし
ては少しずつ良くなっている感がある。

○
輸送業 受注価格や販売

価格の動き
・受注が増加している。

○

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・半導体供給が正常化し、自動車関連の海外向け需要が顕
著になっている。受注残を抱えているとのことなので、製
造数量が上向くことが期待できる。

○

通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・データセンターの引き合いや見学会の頻度が高まってき
ている。データセンターの利用、ＩｏＴ関連の導入や購入
は計画的に実施されることが多いが、以前と比較しても、
取引先の購買意欲が上がっている。

家計
動向
関連

(中国)

企業
動向
関連

(中国)
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○
金融業（外交担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・飲食店や小売店の販売が増加し、新型コロナウイルス感
染症発生前の水準まで回復している。

○

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・需要が高まる時期のため、前月と比べ、来客数は約16％
増加、成約件数も約15％増加している。前年と比べても、
来客数は約７％増加、成約件数は約６％増加している。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症関連が減少しており、客から
の受注が上向きに進行している。

□
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症全盛期よりはかなり良くは
なっているが、ここ最近は横ばいである。

□

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・９月も暑い日が続き、秋冬商材の販売が低迷している
が、値上げ等により売上は何とか目標を達成している。

□

繊維工業（財務
担当）

取引先の様子 ・燃料費、光熱費、輸送費、原材料費などあらゆる価格が
上昇しているが、賃金はそれほど上がっていない。

□
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・政府の経済対策も余り効果が出ておらず、景気は小康状
態で、数か月間低水準で推移している。

□

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・鉄鋼業向け生産量が陰った状態が続いている。建設用の
大口注文品の生産があり、一部多忙な部門もあるが、限定
的である。

□
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注動向は改善しつつあるが、回復力は弱い。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・物価高、人手不足といった声がよく聞こえてきており、
動きも低調な状態で推移している。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料素材関係の受注に伸びはなく低位～中位安定で
推移している。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・この先１年程度の予定案件で技術職員の稼働は目一杯の
状況で、ある程度のめどが立っている。

□
輸送業（業務推
進担当）

取引先の様子 ・景気に関する大きなプラス要素や各取引先の目立った動
きはなく、状況は余り変わらないと判断する。

□
金融業（経済産
業調査担当）

それ以外 ・生産、輸出、設備投資などが横ばいないし緩やかな回復
傾向を維持している。

□

会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・コンサルティングや景気動向の影響を受けやすいマーケ
ティング関連の集計分析業務が堅調に推移している。

▲

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・今月の工作機械業界からの受注は月初見込みの半分以下
にとどまっている。取引先が受注できていないようであ
る。

▲

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・半導体向けパッケージ基板の需要が減少し、製造装置の
受注量が減少している。また、電子部品等の部材の調達難
が部分的に解消されてきていることから、先行発注の動き
が鈍化している。

× － － －

◎

民間職業紹介機
関（人材紹介・
派遣担当）

求職者数の動き ・人材紹介において求職者の登録数が前月比112％、採用数
が前月比178％と増加傾向にある。

○
人材派遣会社
（副支店長）

求職者数の動き ・求職者からの問合せ件数、応募が一定数ある。

○

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・人手不足のため、新卒採用、中途採用共に企業の採用意
欲は高い。新型コロナウイルス感染症発生以降、採用手法
が対面からＷｅｂ、又は対面とＷｅｂの併用に移行したこ
とが、応募のしやすさとなり、応募者の層が広がったと答
える企業が多い。

○

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・８月の新規求人数は前年比で4.2％増加し、有効求人倍率
は前年比で0.07ポイント上昇している。特に宿泊業、飲食
サービス業、娯楽業の増加が目立っている。

○

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人を開始し１年が経過した段階でも採用に至らず、頑
なに堅持していた採用条件を緩和し、さらに、競合に負け
ないように募集年収も上乗せした建設会社もあった。

□

人材派遣会社
（経営企画担
当）

求職者数の動き ・求人需要の高まり、人手不足、他社との競争激化などに
より、求職者確保に苦戦しているため、前年比80～90％の
水準となっている。求人先からの引き合いは引き続き多い
が、マッチングできる求職者が不足している状況である。

企業
動向
関連

(中国)

雇用
関連

(中国)
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□

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・メーカーを中心に設備投資や事業展開が積極的になって
おり、採用活動も活発ではあるが、賃上げが進んでいない
ため、消費活動が鈍っている。

□

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

周辺企業の様子 ・９月に入っても一般企業からの求人数はあるが、追加募
集ではなく、採用予定者数を充足できないことに起因する
ものであり、景気が良くなっているとの判断はできない。

▲

人材派遣会社
（支社長）

周辺企業の様子 ・生産年齢人口の減少を背景に求人数は高水準を維持して
いるものの、自動車関連や半導体関連などの業種の求人数
は減少している。

× － － －

雇用
関連

(中国)


